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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2023年11月10日に公表した2024年３月期（2023年４月１日～2024年３月31

日）の業績予想を以下のとおり修正しましたので、お知らせいたします。 

 

１．当期の連結業績予想の修正（2023年４月１日～2024年３月31日） 

 売上収益 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 21,000百万円 0百万円 0百万円 800百万円 80.16円 

今回発表修正（Ｂ） 21,000百万円 △400百万円 △400百万円 400百万円 26.88円 

増減額（Ｂ－Ａ） 0百万円 △400百万円 △400百万円 △400百万円 △53.28円 

増減率（％） － － － △50.0％ － 

（参考）前期連結実績 

（2023年３月期） 
22,903百万円 △983百万円 △905百万円 △1,181百万円 △118.64円 

 

２．修正の理由 

2024年３月期通期の業績予想につきまして、第３四半期の実績や今後の需要予測等を踏まえ下方修正いたします。 

当社を取り巻く事業環境は、サプライチェーンの正常化に伴い、昨年度まで継続していた部材調達難による販売

への影響は減少しておりますが、主力とするビジネスホンにおいて市場が軟調に推移する中、オフィス向けネット

ワーク関連機器の多様化に伴い、商談長期化やリプレース需要の減少が生じています。この影響により、売上収益

全体は他の事業が堅調に推移していることから前回発表予想と同水準を見込むものの、当社自社製品のビジネスホ

ンの販売数量が減少することで保有する棚卸資産は高止まりしており、前回発表予想で見込んでいた棚卸資産の減

少とそれに伴う評価損の改善に遅れが生じています。また、当社グループでは中期経営計画「REBORN」で掲げる「徹

底した固定費削減」や「成長戦略推進」の実現に向けた施策を推進しておりますが、前回発表予想後に効果の早期

発現のため実施した第三者割当増資等の追加施策に係る一時的な費用の発生もあり、利益が前回発表予想を下回る

見込みであることから、通期連結業績予想を修正いたします。 

当社は昨年11月にあいホールディングス株式会社との資本業務提携契約を締結し、同12月には同社を引受先とす

る第三者割当増資を実行したことで、あいホールディングス株式会社の持分法適用会社となりました。今後、安定

した経営基盤と第三者割当資金による調達資金の一部を原資として、受託生産事業の拡大や電子計測事業の成長に

係る戦略的投資等、当社の中期経営計画と合致し、あいホールディングス株式会社とのシナジー創出が期待できる

施策を着実に実行することで、持続的な成長と企業価値向上に努めてまいります。なお、期末配当見込みについて

は１株当たり25円で前回発表予想から変更はありません。 

 

※上記の予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後、様々

な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


